
（ 電気を 熱源と する 器具）  

第 2 2 条 電気を 熱源と する 器具の取扱いは、次の各号に掲げる 基準によ ら なければなら ない。（ う ） 

⑴ 通電し た状態でみだり に放置し ないこ と 。（ う ）  

⑵ 安全装置は、 みだり に取り はずし 、 又はその器具に不適合なも のと 取り 替えないこ と 。（ う ） 

２  前項に規定する も ののほか、 電気を 熱源と する 器具の取扱いの基準については、 第 1 9 条第１

項第１ 号から 第９ 号ま で（ 第７ 号を 除く 。） の規定（ 器具の表面に可燃物が触れた場合に当該可

燃物が発火する おそれのない器具にあつては、同項第１ 号及び第４ 号から 第６ 号ま での規定に限

る 。） を 準用する 。（ う ） (ら )  

 

【 解説】  

 本条は、 電気を 熱源と する 器具（ 以下「 電気器具等」 と いう 。） の取扱いについて規定する も ので、

ニク ロ ム 線、 シーズ、 ハロ ゲン 等の各種ヒ ータ ー類のほか、 電磁誘導加熱等も 対象と なる 。  

１  電気器具等の建築物及び可燃性の物品から の離隔距離は、 表 2 2 －１ によ る こ と 。  

  ただし 、 電気器具等が、（ 一社） 日本電機工業会が定めた試験基準に適合し たも のについては、

防火性能が確保さ れ安全性が高いも のと なっ ている こ と から 、当該器具等に貼付さ れている 銘板又

は取扱説明書等に記載の離隔距離と し ても 差し 支えない。  

 

表 2 2 －１  

火気設備等又は火気器具等の種別 離隔距離( 単位： ｾﾝﾁﾒ ﾄーﾙ)  

 入力 上方 側方 前方 後方 

電
気
温
風
機 

電
気 

不燃以外 2 キロ ワ ッ ト 以下 
4 .5  

( 注7 )  

4 .5  

( 注7 )  

4 .5  

( 注7 )  

4 .5  

( 注7 )  

不燃 2 キロ ワ ッ ト 以下 
0  

( 注7 )  

0  

( 注7 )  

- 

( 注7 )  

0  

( 注7 )  

電
気
調
理
用
機
器 

電
気 

不
燃
以
外 

電気こ んろ 、 電気レ

ン ジ 、 電磁誘導加熱

式調理器（ こ んろ 形

態のも のに限る 。 ）  

こ ん ろ 部分

の 全部又は

一部が 電磁

誘導加熱式

調理器で な

いも の 

4 .8 キロ ワ ッ ト 以下 

( 1 口当た り 2 キ ロ ワ

ッ ト を 超え3 キ ロ ワ ッ

ト 以下)  

1 0 0  2  2  2  

- 
2 0  

( 注8 )  
- 

2 0  

( 注8 )  

- 
1 0  

( 注9 )  
- 

1 0  

( 注9 )  

4 .8 キロ ワ ッ ト 以下 

( 1 口当た り 1 キ ロ ワ

ッ ト を 超え2 キ ロ ワ ッ

ト 以下)  

1 0 0  2  2  2  

- 
1 5  

( 注8 )  
- 

1 5  

( 注8 )  

- 
1 0  

( 注9 )  
- 

1 0  

( 注9 )  

4 .8 キロ ワ ッ ト 以下 1 0 0  2  2  2  



( 1 口当た り 1 キ ロ ワ

ッ ト 以下)  - 

1 0  

( 注8 )  

( 注9 )  

- 

1 0  

( 注8 )  

( 注9 )  

こ んろ 部分

の全部が電

磁誘導加熱

式調理器の

も の 

5 .8 キロ ワ ッ ト 以下 

( 1 口当たり 3 .3 キロ

ワ ッ ト 以下)  

1 0 0  2  2  2  

- 
1 0  

( 注9 )  
- 

1 0  

( 注9 )  

不
燃 

電気こ んろ 、 電気レ

ン ジ 、 電磁誘導加熱

式調理器（ こ んろ 形

態のも のに限る 。 ）  

こ ん ろ 部分

の 全部又は

一部が 電磁

誘導加熱式

調理器で な

いも の 

4 .8 キロ ワ ッ ト 以下 

( 1 口当たり 3 キロ ワ

ッ ト 以下)  

8 0  0  - 0  

- 

0  

( 注8 )  

( 注9 )  

- 

0  

( 注8 )  

( 注9 )  

こ ん ろ 部分

の 全部が 電

磁誘導加熱

式調理器の

も の 

5 .8 キロ ワ ッ ト 以下 

( 1 口当たり 3 .3 キロ

ワ ッ ト 以下)  

8 0  0  - 0  

- 
0  

( 注8 )  
- 

0  

( 注8 )  

電
気
天
火 

電
気 

不燃以外 2 キロ ワ ッ ト 以下 1 0  
4 .5  

( 注1 0 )  

4 .5  

( 注1 0 )  

4 .5  

( 注1 0 )  

不燃 2 キロ ワ ッ ト 以下 1 0  
4 .5  

( 注1 0 )  
- 

4 .5  

( 注1 0 )  

電
子
 
 
  

電
気 

不燃以外 
電熱装置を 有する

も の 
2 キロ ワ ッ ト 以下 1 0  

4 .5  

( 注1 0 )  

4 .5  

( 注1 0 )  

4 .5  

( 注1 0 )  

不燃 
電熱装置を 有する

も の 
2 キロ ワ ッ ト 以下 1 0  

4 .5  

( 注1 0 )  
- 

4 .5  

( 注1 0 )  

電
気
 
 
 
 (

壁
取
付
式
及
 
天
井
取
付
式
 
 
 
 
除
 
 ) 

電
気 

不燃以外 

前方放射型 2 キロ ワ ッ ト 以下 1 0 0  3 0  1 0 0  4 .5  

全周放射型 2 キロ ワ ッ ト 以下 1 0 0  1 0 0  1 0 0  1 0 0  

自然対流型 2 キロ ワ ッ ト 以下 1 0 0  4 .5  4 .5  4 .5  

不燃 

前方放射型 2 キロ ワ ッ ト 以下 8 0  1 5  - 4 .5  

全周放射型 2 キロ ワ ッ ト 以下 8 0  8 0  - 8 0  



自然対流型 2 キロ ワ ッ ト 以下 8 0  0  - 0  

電
気
乾
燥
器 

電
気 

不燃以外 食器乾燥器 1 キロ ワ ッ ト 以下 4 .5  4 .5  4 .5  4 .5  

不燃 食器乾燥器 1 キロ ワ ッ ト 以下 0  0  - 0  

電
気
乾
燥
機 

電
気 

不燃以外 

衣類乾燥機・ 食器

乾燥機・ 食器洗い

乾燥機 

3 キロ ワ ッ ト 以下 4 .5  4 .5  4 .5  4 .5  

不燃 

衣類乾燥機・ 食器

乾燥機・ 食器洗い

乾燥機 

3 キロ ワ ッ ト 以下 
4 .5  

( 注1 1 )  

0  

( 注1 2 )  

- 

( 注1 2 )  

0  

( 注1 2 )  

電
気
温
水
器 

電
気 

不燃以外 
温度過昇防止装置

を 有する も の 
1 0 キロ ワ ッ ト 以下 4 .5  0  0  0  

不燃 
温度過昇防止装置

を 有する も の 
1 0 キロ ワ ッ ト 以下 0  0  - 0  

 

※（ 注７ ）  温風の吹き 出し 方向にあっ ては、 6 0 セン チメ ート ルと する 。  

（ 注８ ）  機器本体上方の側方又は後方の離隔距離（ こ んろ 部分が電磁誘導加熱式調理器でない場

合における 発熱体の外周から の距離を いう 。） を 示す。  

（ 注９ ）  機器本体上方の側方又は後方の離隔距離（ こ んろ 部分が電磁誘導加熱式調理器の場合に

おける 発熱体の外周から の距離を いう 。） を 示す。  

（ 注 1 0 ）  排気口にあつては、 1 0 セン チメ ート ルと する 。  

（ 注 1 1 ）  前面に排気口を 有する 機器にあつては、 ０ セン チメ ート ルと する 。  

（ 注 1 2 ）  排気口面にあつては、 4 .5 セン チメ ート ルと する 。  

 



＜設置例＞ 

図 2 2 －１  電気を 熱源と する 器具と 建築物等の離隔距離（ セン チメ ート ル）（（  ） 内は、 不燃材料

で有効に仕上げを し た建築物等の部分又は防熱板である 場合の距離を 示す。 以下同じ 。）  

 

① 電気温風機（ ２ キ ロ ワ ッ ト 以下）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 電気こ んろ 、 電気レ ン ジ（ 電気こ んろ 又は電磁誘導加熱式調理器及び電気魚焼き 器、 電気天火

又はグリ ル機能を 兼ね備えたも の）、 電磁誘導加熱式調理器（ こ んろ 形態のも の）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 表 2 2 －２ の距離と する 。 ( セン チメ ート ル)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 .5 ( 0 ) 以上 

（ 正 面）  

4 .5  

( 0 )  

以上 

（ 側 面）  

4 .5  

( 0 )  

以上 温 風 の 吹 き 出

し 方向 

6 0 以上 

（ 側 面）  

2 ( 0 )  
以上 

※ 

2 ( 0 )  

以上 （ 正 面）  

1 0 0 ( 8 0 ) 以上 

※ 



 

表 2 2 －２  

 4 .8 キロ ワ ッ ト

以下（ １ 口当た

り ２ キ ロ ワ ッ

ト を 超 え ３ キ

ロ ワ ッ ト 以下）  

4 .8 キロ ワ ッ ト

以下（ １ 口当た

り １ キ ロ ワ ッ

ト を 超 え ２ キ

ロ ワ ッ ト 以下）  

4 .8 キロ ワ ッ ト

以下（ １ 口当た

り １ キ ロ ワ ッ

ト 以下）  

4 .8 キロ ワ ッ ト

以下（ １ 口当た

り ３ キ ロ ワ ッ

ト 以下）  

5 .8 キロ ワ ッ ト

以下（ １ 口当た

り 3 .3 キ ロ ワ ッ

ト 以下）  

不 燃 以 外 
2 0 （ 注１ ）  1 5 （ 注１ ）  1 0 （ 注１ ）    

1 0 （ 注２ ）  1 0 （ 注２ ）  1 0 （ 注２ ）   1 0 （ 注２ ）  

不   燃    ０（ 注１ ・ 注２ ） ０ （ 注２ ）  

 

注１  機器本体上方の側方又は後方の離隔距離（ こ んろ 部分が電磁誘導加熱式調理器でない場合におけ

る 発熱体の外周から の距離を いう 。） を 示す。  

注２  機器本体上方の側方又は後方の離隔距離（ こ んろ 部分が電磁誘導加熱式調理器の場合における 発

熱体の外周から の距離を いう 。） を 示す。  

 

 

③ 電気天火（ 電気オーブン 又は電気オーブン ト ース タ ーで２ キロ ワ ッ ト 以下）、 電子レ ン ジ（ ２

キロ ワ ッ ト 以下）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 排気口面にあ っ ては、 1 0 セン チメ ート ルと する 。  

（ 正 面）  

1 0 以上 

4 .5 ※ 

以上 

（ 側 面）  

4 .5  
※ 
以上 



 

 ④ 電気ス ト ーブ 

 ２ キロ ワ ッ ト 以下の前放射型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ キロ ワ ッ ト 以下の全周放射型 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 ２ キロ ワ ッ ト 以下の自然対流型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 正 面）  

1 0 0 ( 8 0 ) 以上 

3 0 ( 1 5
)  

（ 側面）  

4 .5  
以上 

1 0 0 以上 

1 0 0 ( 8 0 ) 以上 

周囲 

1 0 0 ( 8 0 ) 以上 

（ 正 面）  

1 0 0 ( 8 0 ) 以上 

4 .5  
( 0 )  
以上 

4 .5  
( 0 )  
以上 

（ 側 面）  

4 .5  

( 0 )  
以上 



 

⑤ 電気乾燥機（ 食器乾燥機で１ キロ ワ ッ ト 以下）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 電気乾燥機（ 衣類乾燥機、 食器乾燥機、 食器洗い乾燥機で３ キ ロ ワ ッ ト 以下）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１  前面に排気口を 有する 機器にあっ ては、 ０ セン チメ ート ルと する 。  

注２  排気口面にあっ ては、 4 .5 セン チメ ート ルと する 。  

 

 

 ⑦ 電気温水器（ 1 0 キロ ワ ッ ト 以下）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 正 面）  

4 .5  
( 0 )  
以上 

4 .5 ( 0 ) 以上 

（ 側 面）  

4 .5  
( 0 )  
以上 

（ 正 面）  

4 .5  
( 0 )  

以上 

4 .5 以上 

（ 側 面）  

4 .5  
( 0 )  
以上 

4 .5 ( 0 ) 以上 

（ 正 面）  

0  
以上 

0  
以上 



２  第１ 項 

⑴ 第１ 号は極めて一般的なこ と ではある が、電源の切り 忘れ又は電源を 切っ たつも り が切れてい

なかっ たなど によ る 出火例が多いため規定し たも のである 。ま た、コ ン セン ト ある いは開閉器の

位置等が不適当、 タ コ 足配線によ り 出火に至る 例も 多いので、 注意する 必要がある 。  

 ⑵ 第２ 号は、温度制御装置、過熱防止装置等の重要性、精密性等を 考慮し 、みだり に修理し たり 、

別の不適合品、いわゆる 特性の異なる 部品等と 取り 替えてはなら ないこ と を 規定し たも のである 。 

   実際の例と し ては、電気こ たつの温度制御装置を 素人が改造し 過熱出火し た例、温度ヒ ュ ーズ

の代わり に電流ヒ ュ ーズや銅線を 接続し 、過熱防止でき ず出火し た例など が多いので、注意する

必要がある 。  

 

３  第２ 項 

電気を 熱源と する 器具の取扱上の基準を 定めたも のである 。  

  なお、「 器具の表面に可燃物が触れた場合に当該可燃物が発火する おそれのない器具」 と は、 電

気あんか、 電気毛布、 電気足温器など を いい、 こ れら は、 ふと ん、 毛布など の可燃物が直接触れて

使用する も のである 。 こ れは、 使用目的から し て、「 第 1 9 条第１ 項第１ 号から 第９ 号ま で（ 第７

号を 除く 。）」 の規定を 準用する 他の電気器具と は異なり 、同項第１ 号及び第４ 号から 第６ 号ま での

規定のみを 準用する こ と になる 。  

 


